
平成２７年度　三重大学教育学部附属中学校　学校関係者評価書
本年度の活動 具体的な手立て 達成状況 成果と課題 学校関係者評価 今後の改善点

公
開
研
究
会

「ともに学びともに高めあう学校の創造」
～生徒が夢中になる授業づくり～」
・生徒が主体となった授業づくりを行うことに
より，学びに対する意欲を向上させ，学力向上
を図る。
・個々の生徒が互いにつながりあい，「ともに
学びともに高めあう」ことへの取り組みを通し
て，教科の学びの本質に迫る授業を創造する。
・教育学部との緊密な連携のもとに，校内研究
を推進する。
・来年度の公開研究会にむけて、一人２回以上
のべ60回以上の授業公開を行い、生徒一人ひと
りの学びを大切にした授業づくりに努める。

・今年度は公開研究会を行わない。
・H28年11月の公開研究会に向けての準備を進め
ていく。
・11月19日に「ミニミニ公開研」を行う。
・年間２１回の研究会
・１学期１人１回以上，２学期授業公開週間
（11月16日～18日）
・教科部会の充実

・助言者，司会者，四附の先生に授業を見ていた
だいた。また，公立中学校にもよびかけたとこ
ろ，１２人の先生に参加していただいた。
・計画通り実施できている。

・公立中学校との連携を考えていくうえで１２人の先生に来て
いただけたのはよかった。今後，研究たよりの発行なども含め
て，公立中学校への情報発信について考えていかなければなら
ない。
・年度初めに立てた計画にそって進めているが，講師などによ
り，変更になった部分もある。計画外で研究会を開催しようと
しても，なかなか予定があわない。
・２学期授業公開週間は学校公開ともあわせる予定だったが，
できなかった。
・１人教科の教科部会をどのように運営していくか。

・附属には附属らしさが求められる。抜本的な
改革も含め大いにアピールできる機会になれば
と思う。誰もが見てみたいという授業が実践さ
れるといい。
・学期に一人一回以上の授業公開は、教師の資
質向上の良い機会であり、取り組みであると思
う。公立の先生などにも声掛けをして授業を公
開することだけではなく、そこから生徒のため
のよりよい授業改善と具体策につなげ、参加し
た教師の今後の知見の共有が大切である。その
点、達成状況や成果に「参加していただいた」
や、「情報発信について考えていかなければな
らない」とあり、検証を機能させていく具体性
には乏しいと思われる。
・津市をはじめ市町の先生方の参考になるよう
な、先進的な取組にチャレンジしてほしい。

夏のミニ公開
　　公立中学校への積極的な呼びかけ
11月公開
　（４日協同学習学会、１３日公開研究会）
研究紀要づくり
　　実践例を通した研究の振り返り

公開研究会のアピール

見に行きたいと思える企画の工夫
｢夢中｣というテーマから、単元計画や授業の導
入、学び合いの姿に力点を置きたい

日
々
の
研
究

学習指導要領の趣旨に基づいた教育の実践
・文部科学省や県教育委員会が主催する各種講
習会・説明会，県内外を問わず先進的実践を
行っている学校等への視察を積極的に進めると
ともに，その成果を校内で還流し，喫緊の課
題，先行研究等について共通理解を図る。
・教育実習の取り組みや，外部からの研修会講
師招聘の要請に応えることで，教職員の資質の
向上を図る。
・生徒の視点に立った授業アンケートの実施や
教科内での授業分析を通じて，生徒の変容や研
究の進捗状況をとらえ、研究の狙いの共有を図
る。

・県総合教育センターの初任者研修における，
必修研修(授業公開と教科別研究会)の１日を
担った。
・文部科学省や県教育委員会の主催する各種研
修会・講習会へ参加した。
・県内小中学校，市町教委，県内各種研究会か
らの要請に対し，講師を引き受け，教職員の資
質向上を図る。

・初任者研修等とリンクして自らの研究の機会と
することができたが、事前の指導案検討などにさ
らに注力すべき余地がある。
・文部科学省や県教委の主催する研修会、指導主
事等連絡会議で研修できたことは附属教員として
の見識をふかめることになった。ただし、それを
本校の研究活動とどのようにつなげるかという視
点をもって今後取り組む必要がある。
・教科部会を用いた日常的な研究活動がなされた
が、こうした活動に用いる時間がまだ少ない点が
課題である。

・学習指導要領の改訂をにらみつつ、今後どのような教育活動
を作っていくべきかについて、一定の成果はあり、教員の知見
も深まった。授業力の向上についても様々な機会をとらえて取
り組み、公開研究会の参加者からの評価も概ね良好であった。
・上記のような成果はありつつも、次期の学習指導要領の方向
性への理解をさらに深める必要がある。また、それを実現して
いくための、さらなる授業力の向上を図る。
・附属中学校の果たすべき役割を考えた場合の、県教委との連
携の必要性がある。
・教員の自主的な研修が少ない状況がある。自ら学び、考え、
実践する自主性を高める必要がある。

・授業づくり、授業研究は普段の地道な実践、
研究の積み重ねによって進んでいくものであ
る。１人２回の授業公開は先生にとって検証の
確かめの機会として大切である。
・研修会や研究会等への出席言及が多く、具体
的な教育内容改善事項、「言語の力をはぐく
む」、「理数の力をはぐくむ」、「外国語教育
の充実」、「伝統や文化に関する教育の充
実」、「体験活動の充実」、「道徳教育に関す
る充実」、「健やかな体を育てる」、「社会の
進展に対応した教育」に関する達成状況、成
果、課題などが日々の研究として報告されてい
ないように思う。

新学習指導要領の趣旨をふまえた先行実施
国立教育研究所との継続的な連携
公立中学校への発信
学校評議員への積極的な案内
　

附属ならではの授業づくりに挑戦
教科部会での対話の活性化
学部との継続的な連携

計画的な公開
　　学期に１回授業公開公開
　　計画的なベンチマーキング

少人数学習の充実
・１年英語科において少人数学習を取り入れ，
それぞれの生徒に適切なきめ細やかな指導を充
実させる。
・学習習慣の定着や自律して学ぶ態度を養う。
・２年英語科において、少人数学習を取り入
れ、文法指導と本文クラスに分かれて授業を
行った。個に応じた指導をすると共に、小グ
ループで学習する機会を設定した。
・１年、２年の数学科において、ＴＴによる授
業を行い、個に応じた指導の充実を図る。

・英語科にあっては，１年生で少人数学習を取
り入れ，中学校で初めて学ぶ英語科について，
中１ギャップの視点で支援し，小学校外国語活
動とのなめらかな接続ができるようにする。１
クラス36名を教室と国際理解教室の2つのグルー
プに分け、それぞれ英文法・新出語句を中心と
した授業と教科書本文を中心とした授業を行
う。今年度より２年生も少人数学習を取り入れ
た。２年生も昨年１年生で少人数学習を経験し
ており、１年生と同じようなスタイルで授業を
行う。
・数学科では、Ｔ２が生徒の理解度を把握した
り，つまずいている生徒への個別指導を行った
りするだけでなく，Ｔ１とＴ２のやりとりを生
徒に聞かせたり，Ｔ２が生徒に発問を投げかけ
たりすることで，授業の活性化を心がけた。ま
た，Ｔ１が提示した問題を，Ｔ２がわざと誤っ
た解き方を板書し，「どこに誤りがあるか。な
ぜそのような誤りが生じたか。」を考えさせ，
つまずきの原因を明らかにさせるようにした。
具体的には，１年，２年において上記の運用を
行っている。

（英語科）
・文法クラス、本文クラスで違った内容の授業を
行っている。高等学校で実施されている方式に近
い形を取っている。
・教室では、主に新出単語の発音・意味の理解、
文法説明、プリント演習、グループ発表を行っ
た。国際理解教室では、デジタルテキストを使用
し、教科書内容の導入動画、フラッシュカード、
本文の読解説明等で授業は進められている。生徒
たちは、交互に教室と国際理解教室を移動し、全
員が同様の内容を受けることができるシステムに
なっている。
・授業では、英語でのスキット（短い英語劇）を
全員に実施した。少人数であったおかげで、一人
ひとりにきめ細かい指導を行い、基礎学力の低い
生徒も、全体発表に積極的に取り組んでいた。
（数学科）
・２人の教師が生徒の理解度を把握できたので，
つまずいている生徒への個別指導がていねいに行
うことができた。また，ペアによる教え合いに教
師が関わったり，２人の教師のやりとりを意図的
に行ったりすることで，授業が活性化され，わか
らないことを自由に尋ねたり，自分の考えや疑
問・発見等を全体に出したりする雰囲気が生まれ
た。
・どのようにすれば数学的に説明したことになる
のか，全国学力学習状況調査においても全国的な
課題とされていることがらについて，２人の教師
がディベートを展開するところを見せる場面にお
いて，見本を示すなど，きめ細やかな指導ができ
た。

英語科
・少人数教育を行うことによって、より多くの生徒が授業で発
言することができ、わからない生徒にも時間をかけて指導する
ことができた。全員が発表する時に時間が短縮でき、授業前半
で全員の発表を行った後、別の内容を指導する余裕があった。
・２人の教師が考えを出し合って、内容が充実した。
・少人数教育で身につけた英語への意欲は、学年が進んでも生
徒たちの中に残ると思われる。
・２人の教師がそれぞれの教室で別々の内容を指導するために
進度調整や内容確認を今後もする必要がある。
数学科
・ペアによる話し合い・教え合いへの教師の関わり方や，グ
ループ活動への関わり方を工夫し，「わかった」「できた」等
の達成感・満足感を１人でも多くの生徒に味わわせる指導が不
十分であった。
・Ｔ１，Ｔ２のやりとりの場面を工夫し，生徒が興味をもって
主体的に取り組む授業という点では，まだまだ改善の余地があ
る。
・数学的に意義のある振り返りについて，精度を高めていく必
要がある。
・ＴＴを採用することにより見本となる考え方を有効に提示
し、それを読み取って他の類似場面に適用するなど、学習指導
要領で新たに示された例題を活用した振り返りについて大きく
可能性と手法を得ることができた。

・英語の「成果」にあるように、１、より多く
の生徒が授業で発言できる。２、わからない生
徒への指導ができる。３、全員の発表のあと違
う内容の指導ができる。など、余裕のある授業
は、学びの「場」として生徒にとり心地よいも
のだと思える。
・数学では、授業内で「数学的に意義のある振
り返りをすることが難しい」ことがわかる。文
科省による、生きる力を養うための家庭用配布
資料には「数学的活動」の充実とあり、自己評
価達成状況内では、「２人の教師のやりとりを
意図的に行うことで授業が活性化し、それを見
ている生徒の意見も全体にでるようになった」
とある。良い活性化とつながりが感じられる。
・少人数のグループわけは習熟度別にして、で
きる子にやりがいをもたせ、さらに伸ばしてい
くのもひとつの試みである。生徒がグループを
自由に移動できる試みも主体性を育てる上でお
もしろい。
・個々の生徒の学習効果を高めるために、さら
なる工夫と検証を重ね発信してほしい。
・少人数得教育は単にグループを分けて、それ
ぞれの教師が指導してもなかなか効果が上がら
ない。指導方法、定着度の確認等共通理解を図
りながら実践を積み上げていく。

英語；少人数、　数学；ＴＴの継続
多様なあり方（伸ばす、ひろう）の工夫

聴きあい学びあう関わりの醸成
・「ともに高め合う学び」を継続して推進する
ため，生徒一人ひとりにとって，質の高い学び
が実現できる学習環境を整える。
各種客観調査の導入とそれに基づいたPDCAサイ
クルの構築及び改善項目の精査
・全国学力・学習状況調査をもとに，生徒の実
態把握とその改善項目の実践を進める。

・４人班を基本とした学習基盤づくり。
・全国学力・学習状況調査の結果を分析し，教
科の内容や，生活習慣をはじめとした学習状況
を，それぞれ把握し，改善する。
・新学習指導要領に準拠したシステムづくりを
進めるとともに，新学習指導要領の内容把握に
かかる学習会の機会を増やす。

・具体的な取組のおおよそを実施することができ
た。特に、グループ学習の取り入れ方について
は、教師間で共通理解ができた。

・概ね安心安全の学習環境を作れたように思う。生徒指導上
も、学級づくりも全職員の共通理解のもと、活動できた。
・学力調査の分析等は、該当学年の扱いにとどまり、全職員の
ものとならなかったことが、課題である。
・環境整備のために、教師自らが研修・研究に取り組む姿勢が
少しづつではあるが見おられた反面、現状改善をしていこうと
いう意欲に欠ける面もあった。

・４人のグループ編成はしっかり定着している
ように思う。ただ形式化、マンネリ化すると退
屈な緊張感のない時間になる危険性もあると思
う。
・４人班を基本とした学習環境の基盤が報告さ
れている。学校全体の学習環境面でのメタ認知
という意味では、全国学力・学習状況調査の分
析などが行われていることがわかる。しかし全
職員のものとはならず、該当学年（中学３年）
の分析扱いだけとなっていることが自己評価さ
れている。せっかくの分析は共有することに意
味がある。安心安全の学習環境は何より大切で
ある。

対話・居場所感が生まれる教室づくり

四附連携が実感できる学校間の連携のあり方を
考えできるところから具体的な実践に移してい
く

実践の振り返りをふまえたシラバスの継続的改
善

評価項目

少人数
指導

学習
環境の
整備

学
習
指
導

教
育
研
究



教員個々の資質向上
・教育実習の指導を通して教員個々の指導力向
上の機会と捉える。
生徒の学習の機会
・教育実習を通して，実習生と生徒の触れ合い
を互いに学ぶ機会とする。

・教育実習生の指導を通して，授業の在り方を
見直す機会とするとともに，教員の資質向上に
役立てる。
・新学習指導要領の言語活動の充実について，
教育実習生の指導の機会を利用して，精査す
る。
・実習生と生徒の触れ合う機会と捉え，生徒の
コミュニケーション力等について観察・指導す
る。

・各クラス、教科で指導できていた。
・２，４ｗ実習中、課題はあるものの、全職員で
解決し、指導することができた。
・ほとんどの実習生は、前向きに取り組めてい
る。

・実習生の持つ課題を把握し、助言・指導ができた。
・一部ではあるが、前向きに実習に取り組めない学生がおり、
他の実習生との落差を縮める工夫が必要である。
・教科によって評価点数に差が出ている。より明確な評価基準
を設定し、共通理解を図っていく必要がある。
・実習生に力をつけていくために教師も指導力を高める必要が
ある。

・教育実習生にとっての指導見本は現場教師で
あることは間違いない。「教員の資質向上」の
ために何ができるのかは、「現場教師」が「実
習生」を通じて学べる機会でもある。「実習生
と生徒が触れ合う機会の中で、コミュニケー
ション力等を観察指導する」とあるが、実習
生、生徒双方にとってもお互い良い評価が期待
できる「場」だと思う。また、そういういつも
と違う「場」を作っている現場の配慮、現場力
が評価できる。実習生の立居振舞、礼儀作法等
への指摘も必要だろう。

実習を学ぶ機会に
　　生徒理解
　　一人ひとりの学びの省察

特練の授業参観に学級担任を加え、評価の見直
しはできないか

教科の学びの本質を伝えていこう

教科学習を通したキャリア教育
学校行事を通したキャリア教育
地域の人々や先輩から学ぶ

・あらゆる教科教育の中で，生徒個々のキャリ
ア形成を図る。
・行事の中で自主的に生徒が企画し，活動する
場面を設定する。
・社会見学や修学旅行の取組を通して，地元の
人々との交流や平和学習，資料から，人権や平
和などに寄与する姿勢をもつことにより，生徒
個々のキャリア形成を図る。
・３年間を見通して，生徒が進路選択に至るま
での自分を見つめ直す機会を設定する。
・本校のキャリア教育に関する保護者啓発を図
る。

・キャリア教育講演会を実施し、社会で活躍され
るＯＢの姿から働くことの意義や社会に貢献する
とはどういうことかを考えることができた。
・各学年にて「職業調べ」「高校調べ」などを実
施したり、さまざまな学年行事を通して、学んだ
ことを学年集会や文化祭で発表したり、壁新聞を
作成したりすることができた。
・全学年でキャリアカウンセリング（教育相談）
を行うことができた。
・生徒会によるスマイルセッションでは、学年の
枠を超えて学校生活や勉強の方法を話し合った
り、国際理解教育におけるキャンパスツアーでは
留学生に大学を案内してもらったりする等、本校
ならではの取組をすることができた。
・学年・学校通信やＨＰ等により、本校のキャリ
ア教育について発信をすることができた。

・各学年の発達状況に応じた進路学習を行うことができた。
・キャリアカウンセリング、キャリア教育講演会を実施するこ
とができた。
・本校のキャリア教育に関する保護者啓発が十分にできていな
い。
・地域人材の積極的な活用を図る。
・３年間を見通したカリキュラムの構築を行う必要がある。

・キャリアに関して、教師は現実の社会におい
て、最も他のキャリア経験の少ないない職業と
されていることからも、自ら進んで異業種の人
との交流が必要である。多様性への理解がなけ
れば生徒へのキャリアカウンセリングも難し
い。生徒同士枠を超えてのスマイルセッション
は、評価できる。
・職場体験に取り組むことは社会のつながりを
体験し、社会の一員としての自分を意識するこ
とになりとても大切である。
・福祉体験、大学の仕事体験など三重大学との
連携を附属の特色としてアピールしていきた
い。
１年の社会見学を再考し、職場体験活動に移行
させてはどうか。

３年間を見通した学年行事の見直し
　
公立中学校１００％国立学校６２％の実施率で
ある職業体験を取り入れていきたい。初年度な
ので、三重県社会福祉協議会の事業を活用する
ことから始めて行きたい。

集団の育成と活気ある学級づくり
生活指導体制の充実
学習習慣の確立と授業の充実
諸活動への取り組みと充実
教育相談体制の充実
規範意識の醸成

・学級での係活動や班活動の充実を図り，生徒
一人ひとりの活動の場を設ける。
・家庭との連携を密にし，教師・生徒・保護者
との相互の信頼関係の構築や共通理解に努め
る。
・全職員が共通理解を深める機会を定期的に設
け，統一した指導を進める。
・生徒指導部会を定期的に開き，各指導部の情
報交換や指導の徹底を図る。
・基本的な生活習慣(礼儀，身なり，けじめ，時
間など)の育成を図るとともに，規範意識を高め
る指導に取り組む。
・養護教諭，スクールカウンセラーとの連携を
密にして指導の徹底を図る。
・学習規律の定着を図る。
・生徒会執行部，生徒議会との連携を密にし，
活動の活性化を図る。

・全職員であたることができていた。朝の挨拶か
ら授業間の見まもりが全職員で取り組む体制が整
備されつつある。
・マニュアルの作成を含め、学校全体で共通認識
を高めようという体制を構築でき、全体で共有す
る体制になっている。
・学年団を中心として、問題行動については協働
して解決できている。
・学年や学校全体、SCに問題の共有や相談がしや
すい雰囲気が作られている。学年での報告、連
絡、必要に応じて会議を持てた。統一しようとい
う意識が教職員の中に見られる。

・共通理解はされているが、共通実践はまだまだである。
・職員会などで情報共有がはかられているが、日常的な他学年
の生徒の様子はわからないことが多く、情報共有の難しさを感
じる。
・マニュアルの作成を含め、学校全体で共通認識を高めようと
いう体制になっている。全体で共有する体制になっている。
・生徒指導担当や学年主任、管理職の方に相談できる環境があ
り、大変有難かった。
・マニュアル通りでは解決の糸口を見出すことはできない事例
が多いが、個々の判断での行動ではなく、協働の体制で対処で
きるよう努めていきたい。
・学年、学校全体で共有や相談がしやすい雰囲気が作られてい
る。学年での報告、連絡、必要に応じて会議を持てた。
・統一しようという意識が教職員の中に見られる。
・ＳＣとの話し合いの機会があるのでよい。
・スクールカウンセラーとの接点が少ない。
・あいさつは全職員から行っているが、生徒は自ら進んではで
きていない。

・生徒一人ひとりを大切にし、その成長変化を
しっかり捉え支援している姿勢がよくわかる。
・基本的な生活習慣はの改善は、学校だけでは
成し得ず、家庭での躾や社会との関わりが必要
である。またその全体における規範意識等も大
切である。今後、『私たちの道徳　中学校版』
などの活用が有効かと思われる。また、生徒指
導として、各自の自己効力感や自己肯定感を大
切に指導することがまず大切であり、そのこと
が集団への活気につながり、よい循環が生まれ
るように人格を育てることが必要がある。生徒
一人ひとりが活躍できる「場」をいかに教師が
作っていけるか、教師が多忙の中での係、班、
生徒会等への関わり方も大切かと思われる。
・問題行動に関しては、スクールカウンセラー
との密接なかかわりがより必要かと思われる。

週３０時間から週２９時間の週時程への切り替
えを考えたい。そして、生まれた１時間を生徒
会活動や教育相談、部活動にあて、共に活動す
る時間の保障していきたい。

生徒指導の重点
　　あいさつ・そうじ・部活動
　　活動の取りかかり
　　下校指導の徹底

家庭との連携

人権学習の推進
・「ともに高め合う学び」や人権学習を通し
て，自分自身を大切にし，周りも大切にできる
生徒を育成する。
・人権尊重の精神に立った学校づくりに取り組
むために，「人権が尊重される学習活動づく
り」，「人権が尊重される人間関係づくり」，
「人権が尊重される環境づくり」の３つの視点
で取り組む。

・人権教育指導計画を見直し，生徒の発達段階
に応じた系統的な人権学習の展開を図る。
・仲間づくりを通して，自分の大切さとともに
他の人の大切さを認めることができる生徒を育
成する。
・全教科・全領域において，「共同的な学び」
を軸に人権を大切にした学習活動を展開する。
・人権教育講演会を開催し，現状と課題，目指
す目標と具体的な取組を共通理解し，道徳の授
業や総合的な学習の時間だけで人権教育に取り
組むのではなく，教科指導，特別活動，教科外
活動，生徒指導，学級経営等，全ての活動で取
り組む。
・「いじめは許さない」取り組みを進める。
・心を育てる取り組みを通して、自尊感情を培
い、他人を大切に思える気持ち（目配り・気配
り・心配り）を身につけさせる。

生徒　　　人権講演会参加（長島りょうがんさ
ん）
教師　　　橋北中校区人権活動実践交流会参加・
津人教支部研究大会参加
・現行のまま、人権活動を継承していく。
・先生方には、津人教等様々な催し物に参加して
もらいました。今後も協力をお願いしたいと思い
ます。
・本年度も人権講演会を開催しました。次年度も
開催をしていく予定。少しずつの人権学習に対す
る取り組みが地道な人権意識の向上に結びつくも
のと信じている。

・「人権学習」の取組は弱い。意識の改善までいっているのか
と思うと疑問である。
・学年によって人権教育の実践に差が出ている気がする。普段
の授業や生徒との関わりの中で、人権について考えさせるよう
な言葉がけを心がけた。
・仲間づくりに関しては、授業、休み時間を通して生徒の様子
から指導を行っているが、生徒の自発的な姿勢に働きかけるこ
とが薄かった。まず我々が職場の仲間を思いやりたい。
・少しでもやらないよりやる方が良いと思える人権教育を進め
ていきたい。生徒と共に教師も学んでいければと思う。

・「人権学習」の取り組みは弱いとあるが、１
年生の社会見学の場所設定、および３年生の文
化祭での沖縄戦の発表等で見る限り、そのよう
には思わない。学習指導要領の改訂のポイント
などが反映されていないことの方に注目する。
「伝統や文化に関する教育の充実」や「道徳教
育の充実」の言葉は、この評価表全体に一言も
出てこない。
・道徳教育の充実を図ることは大切である。教
師の意識改革、年間計画の作成等課題はある
が、全職員が組織的に取り組む道徳教育を進め
ていかなければならない。

人権学習を取り込んだ道徳教育の充実
道徳年間計画の見直しと時間の確保

思いやり・居場所感を柱とした集団づくりの実
践

橋北中学校校区の人権学習関係交流事業と津人
協研究大会への参加は継続していきたい

・特別な支援の推進に必要な条件整備を行う。
・生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適
切な対応を図る。

・保護者の了解のもと，支援計画や指導計画の
作成に取り掛かる。
・教科の学習において，特別な支援を要する生
徒への支援体制を整える。
・学習支援ボランティアを活用した支援体制の
推進に取り掛かる。

･各学年で困り感のある生徒を把握し、SCの助言を
受けることができた。
・各学年の情報を職員会議で共有することができ
た。

・特別な支援を必要とする生徒の個別の指導計画は作成できた
が、その共通理解が不十分であった。また、その都度、状況に
応じて作成の見直しを図る必要があると感じた。
・四附間で支援・指導計画が必要な生徒の情報交換ができ、助
言を頂くことができた。今後さらなる連携が必要と感じる。
・保護者との共通理解を深めるツールとしての活用や指導計画
の更新はできなかった。
･学習ボランティアを活用した支援体制の推進には取り組めてい
ない。

・今後、臨床対応も含むスクールカウンセラー
の対応は、一般的にも益々増えるものと思われ
る。生徒の様子を教師が早く把握し、カウンセ
ラーと協働するなど、より細かな、その都度の
配慮が必要だと感じる。

個別の支援計画から具体的な対応へ

学期に１回、教育相談週間の実施

教育実習

キャリア
教育

生徒指導

人権教育

特別支援
教育



国際理解 教育

・天津市実験中学との交流
・留学生を招聘しての国際理解学習
・三重大学の先生を招聘しての中国に関する国
際理解学習
・三重大学の学生を招聘しての国際理解学習
・学校行事や総合の時間を通した国際理解学習
・国際言語である英語の習得をめざしたイング
リッシュキャンパスツアー（今年度は，希望者
のみ）の実施（留学生を招聘）
・中国からの留学生を招聘して、中国語講座の
実施（今年度は、希望者のみ）

・天津市実験中学と交流を行うことで，生徒の
視野を広げ，国際社会で活躍していく人材とし
ての意欲を育む。
・英語の必要性を実感する機会とする。
・留学生等を招聘し，交流学習をすることで，
異文化理解を深め，グローバルな視野を広める
きっかけとする。
・調べ学習や社会見学への取り組みを通して，
外国人の人権や共生について学習をする。
・イングリッシュキャンパスツアーの実施によ
り，コミュニケーション能力と英語学習への意
欲向上をめざす。
・中国語講座の実施により、英語以外の外国語
や英語圏以外の文化についても視野を広げる機
会とする。
・「動く！！附中生徒」をキャッチフレーズ
に、すべての活動場面において、生徒が主体的
に活動できる仕掛けをつくる。

・天津市実験中学を生徒４名と教員３名で訪問し
た。異文化を理解し、国際協調の大切さを考える
機会をもつことができた。
・中国の留学生を招いて、他国の文化に親しみ、
国際社会で互いに理解し合うことの大切さを学ぶ
ことができた。
・イングリッシュキャンパスツアーを実施し、国
際言語である英語学習への意欲を高めるきっかけ
とすることができた。
・イングリッシュキャンパスツアーを通して、
様々な国の文化を知ることができた。

・文化祭では、希望者を中心にスピーチや英語の
歌、天津実験中学訪問報告などの発表をすること
ができた。
・天津実験中学訪問生徒については、現地で自ら
進んでコミュニケーションを取るなど、積極的に
行動することができた。また、自信を持つことが
できた。

・天津市実験中学との交流に向けて、調べ学習や留学生との事
前学習会を行い、中国の伝統や文化について関心や理解を深め
ることができた。また、実験中学の生徒との交流を通して、相
互理解・協働の重要性を学ぶことができた。今後、教職員間で
さまざまな実践交流をし、学びあえる場が広がっていけばと思
われる。また、せっかくの貴重な体験をもっと全体で共有でき
るような仕組みや仕掛けを考える必要がある。
・各学年で学校行事や教科との関連の下、国際理解学習を進め
ることができた。
・グローバル人材の育成をめざした取組の１つとして、本年度
イングリッシュキャンパスツアーを開催することができた。
・イングリッシュキャンパスツアーでは大学と連携することが
できた。
・天津市実験中学との交流が単発的なものとなっているため、
年間を通した継続的な交流のあり方を検討していきたい。
・留学生をもっと活用していきたい。
・附属であることを生かして、大学と連携を取る際は、手続き
の簡素化や講師の謝礼の低価格化が実現するとありがたい。

・大学連携でのイングリッシュキャンパスツ
アー等、評価できる。来日中の留学生との頻繁
な交流機会は、附属中学校ならではの特徴であ
る。機会を数多く持ち、あらゆる「多様性の
場」の設定を行うことを期待する。
・長く天津市との交流が続いているようだが、
３年に一度、行き先を変えるなどの変化があっ
ても良いのではないか。生徒に行き先の選択肢
が広がるのではと思う。大学連携との手続き簡
素化や低価格実現の費用面での指摘は、早急に
対応するべきだと考える。

大学留学生の活用
　　イングリッシュキャンパスツアー

青少年赤十字の国際交流事業の受け入れなどの
活用

日々の学校生活における生徒の悩みを聞き取る
ことにより，生徒理解を進める
不登校となっている生徒への対応を進めるとと
もに，不登校を未然に防ぐ取組を進める。

・教育相談を学期に一度行う。
・学校に来ることだけを目標にするのではな
く，個々にあった対応を考えていく。
・不登校生徒宅への家庭訪問を定期的に行い，
保護者，本人との連携を密にする。

・教育相談といじめアンケートの結果の聞き取り
を実施し、生徒指導との連携を取ることができ
た。
・不登校生徒に対しては担任による家庭訪問を定
期的に行うことができた。

・学級担任、副担任を中心に学年団が連絡を取り合って、対象
生徒に関わる体制ができている。
・教育相談期間にしか生徒とじっくり話をする機会が持ててい
ないことが多く、日頃からの生徒理解が観察法に頼る状況に
なっている。
・不登校生徒や悩みを抱えた生徒・保護者とSCを積極的につな
ぐことが必要であり、そのための方策として、教育相談担当が
担任・学年団にはたらきかけをしていくことが必要である。

・さまざまな取組をしているようだが、附属の
特性や中学校の特性を踏まえた大学との連携を
強化してほしい。
・対応はデリケートな問題もあり、現場の先生
方は、多忙の中苦労されていると思う。早い段
階でのスクールカウンセラーとの細かな連動、
相談が大切かと思う。

いじめアンケートの実施

学期に１回、教育相談週間

不登校生徒への対応を個に応じて進めたい

・生徒会や学年、クラスのリ－ダ－を中心に，
生徒の企画運営力を育て，リ－ダ－性が発揮で
きるように指導する。各員会活動を活性化す
る。

・定期的に活動部会を行い，各活動部の活性化
を図る。
・体育祭や文化祭などで，生徒が主体的に企
画，運営をする。
・ユネスコや赤十字の団体に関わることによ
り，それぞれの活動に積極的に参加する。
・「動く！！附中生徒」をキャッチフレーズ
に、すべての活動場面において、生徒が主体的
に活動できる仕掛けをつくる。（附中
smilesession等）

・昨年度よりも工夫して、主体的に取り組むこと
ができている。体育祭、文化祭等の行事が生徒会
を中心として、円滑に運営されている。体育祭で
は、「安全」を一番に考え種目を大幅に変更し
た。文化祭では、生徒会独自の発表がICTを用いて
実施された。展示見学の時間を確保したので充実
したものとなった。
・縦割り活動によって、「附属全体」という意識
が高くなった。
・生徒が行事に積極的に取り組んでいるスマイル
セッションなどで、新しい取り組みがあった。内
容は，生徒たちの意見が尊重されたもので、スマ
イルセッションの定期的な開催や縦割りの活動を
多く取り入れ、縦割りの意識が生徒の中に出てき
た。

・本年度は縦のつながりを通年を通して意識することによっ
て、【スマイルセッション、体育祭等】学年の枠を越えた交流
が多く見られるようになった。
・挨拶運動を毎日８：０５～８：２０の間行うことによって、
生徒間つながりであったりコミュニケーション作りが活発に行
われた。
・スマイルセッション、学校祭縦割りの工夫等担当の先生方に
は大変お世話になっているが、生徒主体でというスタンスは今
後も維持されるべきである。
・活動部は、取組の内容を工夫し、更に生徒の自主的な活動を
促していけるとよい。十分に工夫されており、意義が感じられ
るものであるが、新しくつくった分は旧来からのものを廃止・
縮小しないと、教師も生徒もこなすだけで大変になっていくこ
とを危惧している。
・様々な新しい取り組みを行っているので、そのための事前の
学活等が増えている。授業数との兼ね合いを考え精選する必要
がある。

・「動く、附中生徒」をキャッチフレーズに、
スマイルセッションなど、生徒にわかりやすい
取組を提示して活性化が図られている。特に、
学年の枠を超えた学校全体、附属全体の取組が
附属生としての意識、誇りに結びついて、効果
的な活動になっている。
・生徒の主体的な活動を支える教職員の負担が
あるように思う。行事の精選、活動時間の確保
等前向きに取り組んでいく必要がある。

生徒会の主体的な姿勢を支援していきたい
行事の精選を進め、内容の充実を図る

５限の日の設定
　　ＦＣＳ、ＥＳＤ
　　生徒会活動等の活動時間の保障

他校、他機関との連携
　　津市中学校との連携
　　青少年赤十字の活動

・校内外の美化に努めることにより，教育環境
を整える。
・環境教育を実施することにより，生徒の環境
浄化に対する意識付けを行う。

・クリーン大作戦を実施することにより，生徒
とともに教育環境作りを行う。
・体育祭前の除草等の作業を通して，保護者と
生徒・教職員が一体となった環境作りを行う。
・整備活動部を中心に，日々の清掃活動を丁寧
に行い，校内の環境整備を意識する。

・クリーン作戦（６／６）（９／５）を実施。生
徒は、多数参加できたが、保護者の参加数が減っ
た。

・クリーン作戦は、いずれも生徒や教師がしっかり取り組むこ
とができた。保護者の参加が少なくなっている点を改善した
い。
・整備活動部を中心に，掃除用具の点検やトイレ用洗剤等の補
充を日常的に行うことができた。

・すばらしい活動だと思う。保護者の参加が少
ないとは、寂しい限りだ。保護者自身が問題意
識をもって、何か考えることができるのではな
いだろうか。学校、保護者、地域との関わりの
中でのクリーン大作戦は今後も継続していかな
ければならないよい取組だと思う。

学習環境の整備の欄に加え、育友会環境部のク
リーン作戦の保護者出席率を上げたい

・学校評議員会（学校関係者評価委員会兼任）
を開催し，学校自己評価・関係者評価の活動を
通して，学校運営を見直す。
・ホームページや学校通信を通して，保護者や
地域の人々に本校の様子を情報提供する。

・学校評議員会を年３回開催し，学校運営につ
いての意見を集約する。
・保護者や生徒，職員に対して，学校教育に関
するアンケートを実施し，学校運営に資する。
・ホームページを充実したり，学校通信を配付
したりすることを通して，学校の様子を情報提
供する。
・学校公開デーを各学期で開催し，学校を広く
公開する。

・学校評議員会を（６／２２，１１／３０，３／
）に実施、いろいろなご意見をいただいた。
・生徒、保護者へのアンケートを実施した。結果
は、附中通信で保護者に知らせた。
・学校公開デーを開催し、開かれた学校作りに努
めた。
・ホームページの更新を積極的に行い、新しい情
報を発信することができた。

・評議員の方に関係者評価をお願いすることにした。また、４
附での学校評価委員会でも評価をいただいた。
・アンケート結果は、前年度より若干ではあるが高評価をいた
だいている。しかし、教育内容の不徹底や保護者支援など、改
善点も見られた。
・学校公開デーへの参加は、1日フリー参加としていることか
ら、教室への出入りがしにくいとの声をいただいた。改良が必
要。
・ホームページのカテゴリー分けをすることで見やすくなっ
た。
・古い情報は削除していく必要がある。

・ホームページが確実に更新されており、学校
の様子がよくわかる。ぜひ継続させてほしい。
・学校公開デーを各学期で開催し、学校を広く
公開されることはすばらしい。このような恵ま
れた学習環境が作られていることも、広く地域
にも見ていただければいかがだろう。また、評
価資料作成後、良い点と問題点を整理し、明確
化、見える化したものを次回へのPDCA資料とす
ることを提案したい。全体的にみられる評価内
容として、「出席した」、「参加した」、「高
評価をいただいた」、「改善点が見られた」な
どでは具体的な内容がわかりにくく、評価の手
立てともなりにくく、次の改善への持続的対応
もしずらい。今後のオープンな情報発信にも期
待したい。

外に向けての積極的な情報発信
　　ホームページの更新
　　学校だより・学年通信等の充実
　　研究情報のお知らせ

学校公開デーの開催
土曜活動の検討
　
行事について学校評議員への案内

生徒会

教育環境
づくり

開かれた
学校づくり

教育相談


